
(57)【要約】

【課題】　超音波プローブのケーブル配線の不良や接続

コネクタの不良について容易に短時間で診断することを

可能とする。

【解決手段】　超音波振動子６０２ａ，６１２ａにより

送受される信号を伝送するための信号ライン６０３ａ，

６１４ａを有する超音波プローブ６００（600-1，600-2

）を診断する。電圧発生部５１０は、信号ライン６０３

ａ，６１４ａに試験用電圧を印加する。制御部５１４は

、試験用電圧の印加時における超音波振動子６０２ａ，

６１２ａもしくは信号ライン６０３ａ，６１４ａでの電

圧値に基づいて超音波振動子６０２ａ，６１２ａもしく

は信号ライン６０３ａ，６１４ａの状態を判断する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝 送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー
ブ を 診 断 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 に お い て 、
　 前 記 信 号 ラ イ ン に 試 験 用 電 圧 を 印 加 す る 手 段 と 、
　 前 記 試 験 用 電 圧 の 印 加 時 に お け る 前 記 超 音 波 振 動 子 も し く は 前 記 信 号 ラ イ ン で の 電 圧 値
に 基 づ い て 前 記 超 音 波 振 動 子 も し く は 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る 判 断 手 段 と を 具 備
し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 判 断 手 段 は 、 前 記 試 験 用 電 圧 の 印 加 形 態 が 変 更 さ れ て か ら 所 定 時 間 が 経 過 し た 時 点
に お け る 前 記 信 号 ラ イ ン 電 圧 に 基 づ い て 、 あ る い は 前 記 試 験 用 電 圧 の 印 加 状 態 が 変 更 さ れ
て か ら 前 記 信 号 ラ イ ン 電 圧 が 所 定 電 圧 に 至 る ま で の 所 要 時 間 に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ イ ン の
状 態 を 判 断 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 判 断 手 段 は 、 前 記 信 号 ラ イ ン 電 圧 の 他 に 、 電 圧 印 加 時 に お け る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ
の エ コ ー 受 信 状 況 も 加 味 し て 前 記 超 音 波 振 動 子 も し く は 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝 送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る と と も に 、 こ
の 信 号 ラ イ ン に バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 で き る 電 子 回 路 を 備 え る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る 超
音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 に お い て 、
　 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 さ れ た 前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
　 前 記 検 出 手 段 に よ り 前 記 バ イ ア ス 電 圧 が 検 出 さ れ る か 否 か に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ イ ン の
状 態 を 判 断 す る 判 断 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 判 断 手 段 に よ り 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る と き と そ れ 以 外 の と き と で そ れ ぞ
れ 異 な る 電 圧 を 前 記 電 子 回 路 へ 印 加 す る 手 段 を さ ら に 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 請
求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 診 断 対 象 と な る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に 備 え ら れ る 前 記 電 子 回 路 に 対 し て 第 １ の 電 圧 お よ
び こ の 第 １ の 電 圧 と は 異 な る 第 ２ の 電 圧 を 選 択 的 に 供 給 す る 供 給 手 段 と 、
　 診 断 対 象 と な る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に 備 え ら れ る 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 １ の 電 圧 に よ り
前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 す る 第 １ の タ イ プ お よ び 前 記 第 ２ の 電 圧 に よ り
前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 す る 第 ２ の タ イ プ の い ず れ で あ る か を 識 別 す る
回 路 識 別 手 段 と 、
　 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 １ の タ イ プ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 前 記 第 １ の 電 圧 を 、
ま た 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 ２ の タ イ プ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 前 記 第 ２ の 電 圧 を
そ れ ぞ れ 前 記 電 子 回 路 へ 印 加 す る よ う に 前 記 供 給 手 段 を 制 御 す る 手 段 と を さ ら に 具 備 し た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝 送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る 第 １ の タ イ プ
の 超 音 波 プ ロ ー ブ ま た は 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝 送 す る た め の 信 号 ラ イ ン
を 有 す る と と も に こ の 信 号 ラ イ ン に バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 で き る 電 子 回 路 を 備 え る 第 ２ の タ
イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 に お い て 、
　 診 断 対 象 が 前 記 第 １ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ お よ び 前 記 第 ２ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー
ブ の い ず れ で あ る か を 識 別 す る プ ロ ー ブ 識 別 手 段 と 、
　 前 記 診 断 対 象 が 前 記 第 １ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 、
前 記 信 号 ラ イ ン へ の 試 験 用 電 圧 の 印 加 状 態 を 変 更 す る 手 段 と 、
　 前 記 試 験 用 電 圧 の 印 加 状 態 を 変 更 し た 際 に お け る 前 記 信 号 ラ イ ン で の 信 号 ラ イ ン 電 圧 の
過 渡 応 答 特 性 に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る 第 １ の 判 断 手 段 と 、
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　 前 記 プ ロ ー ブ 識 別 手 段 に よ り 診 断 対 象 が 前 記 第 ２ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ る と 識
別 さ れ た こ と に 応 じ て 、 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 さ れ た 前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 検 出 す る 検 出 手
段 と 、
　 前 記 検 出 手 段 に よ り 前 記 バ イ ア ス 電 圧 が 検 出 さ れ る か 否 か に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ イ ン の
状 態 を 判 断 す る 第 ２ の 判 断 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 診 断 対 象 と な る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に 備 え ら れ る 前 記 電 子 回 路 に 対 し て 第 １ の 電 圧 お よ
び こ の 第 １ の 電 圧 と は 異 な る 第 ２ の 電 圧 を 選 択 的 に 供 給 す る 供 給 手 段 と 、
　 診 断 対 象 と な る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に 備 え ら れ る 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 １ の 電 圧 に よ り
前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 す る 第 １ の タ イ プ お よ び 前 記 第 ２ の 電 圧 に よ り
前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 す る 第 ２ の タ イ プ の い ず れ で あ る か を 識 別 す る
回 路 識 別 手 段 と 、
　 前 記 回 路 識 別 手 段 に よ り 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 １ の タ イ プ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応
じ て 前 記 第 １ の 電 圧 を 、 ま た 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 ２ の タ イ プ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に
応 じ て 前 記 第 ２ の 電 圧 を そ れ ぞ れ 前 記 電 子 回 路 へ 印 加 す る よ う に 前 記 供 給 手 段 を 制 御 す る
手 段 と を さ ら に 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 請 求 項 ７ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装
置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝 送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー
ブ を 備 え 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ り 受 信 さ れ る 被 検 体 か ら の 反 射 超 音 波 に 基 づ い て 前 記
被 検 体 を 診 断 す る た め の 情 報 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
　 前 記 信 号 ラ イ ン に 試 験 用 電 圧 を 印 加 す る 手 段 と 、
　 前 記 試 験 用 電 圧 の 印 加 時 に お け る 前 記 超 音 波 振 動 子 も し く は 前 記 信 号 ラ イ ン で の 電 圧 値
に 基 づ い て 前 記 超 音 波 振 動 子 も し く は 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る 判 断 手 段 と を 具 備
し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝 送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る と と も に 、 こ
の 信 号 ラ イ ン に バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 で き る 電 子 回 路 を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 備 え 、 前 記
超 音 波 プ ロ ー ブ に よ り 受 信 さ れ る 被 検 体 か ら の 反 射 超 音 波 に 基 づ い て 前 記 被 検 体 を 診 断 す
る た め の 情 報 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
　 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 さ れ た 前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
　 前 記 検 出 手 段 に よ り 前 記 バ イ ア ス 電 圧 が 検 出 さ れ る か 否 か に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ イ ン の
状 態 を 判 断 す る 判 断 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 判 断 手 段 に よ り 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る と き と そ れ 以 外 の と き と で そ れ ぞ
れ 異 な る 電 圧 を 前 記 電 子 回 路 へ 印 加 す る 手 段 を さ ら に 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 請
求 項 １ ０ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 診 断 対 象 と な る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に 備 え ら れ る 前 記 電 子 回 路 に 対 し て 第 １ の 電 圧 お よ
び こ の 第 １ の 電 圧 と は 異 な る 第 ２ の 電 圧 を 選 択 的 に 供 給 す る 供 給 手 段 と 、
　 診 断 対 象 と な る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に 備 え ら れ る 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 １ の 電 圧 に よ り
前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 す る 第 １ の タ イ プ お よ び 前 記 第 ２ の 電 圧 に よ り
前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 す る 第 ２ の タ イ プ の い ず れ で あ る か を 識 別 す る
回 路 識 別 手 段 と 、
　 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 １ の タ イ プ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 前 記 第 １ の 電 圧 を 、
ま た 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 ２ の タ イ プ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 前 記 第 ２ の 電 圧 を
そ れ ぞ れ 前 記 電 子 回 路 へ 印 加 す る よ う に 前 記 供 給 手 段 を 制 御 す る 手 段 と を さ ら に 具 備 し た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝 送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る 第 １ の タ イ プ
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の 超 音 波 プ ロ ー ブ ま た は 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝 送 す る た め の 信 号 ラ イ ン
を 有 す る と と も に こ の 信 号 ラ イ ン に バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 で き る 電 子 回 路 を 備 え 、 前 記 超 音
波 プ ロ ー ブ に よ り 受 信 さ れ る 被 検 体 か ら の 反 射 超 音 波 に 基 づ い て 前 記 被 検 体 を 診 断 す る た
め の 情 報 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ が 前 記 第 １ の タ イ プ の お よ び 前 記 第 ２ の タ イ プ の い ず れ で あ る か を
識 別 す る プ ロ ー ブ 識 別 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の タ イ プ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 、 前 記 信 号 ラ イ ン へ の 試 験 用 電 圧 の
印 加 状 態 を 変 更 す る 手 段 と 、
　 前 記 試 験 用 電 圧 の 印 加 状 態 を 変 更 し た 際 に お け る 前 記 信 号 ラ イ ン で の 信 号 ラ イ ン 電 圧 の
過 渡 応 答 特 性 に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る 第 １ の 判 断 手 段 と 、
　 前 記 第 ２ の タ イ プ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 、 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 さ れ た 前 記
バ イ ア ス 電 圧 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
　 前 記 検 出 手 段 に よ り 前 記 バ イ ア ス 電 圧 が 検 出 さ れ る か 否 か に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ イ ン の
状 態 を 判 断 す る 第 ２ の 判 断 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に 備 え ら れ る 前 記 電 子 回 路 に 対 し て 第 １ の 電 圧 お よ び こ の 第 １ の 電
圧 と は 異 な る 第 ２ の 電 圧 を 選 択 的 に 供 給 す る 供 給 手 段 と 、
　 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ が 有 す る 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 １ の 電 圧 に よ り 前 記 バ イ ア ス 電 圧 を
前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 す る 第 １ の タ イ プ お よ び 前 記 第 ２ の 電 圧 に よ り 前 記 バ イ ア ス 電 圧 を
前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 す る 第 ２ の タ イ プ の い ず れ で あ る か を 識 別 す る 回 路 識 別 手 段 と 、
　 前 記 回 路 識 別 手 段 に よ り 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 １ の タ イ プ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応
じ て 前 記 第 １ の 電 圧 を 、 ま た 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 ２ の タ イ プ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に
応 じ て 前 記 第 ２ の 電 圧 を そ れ ぞ れ 前 記 電 子 回 路 へ 印 加 す る よ う に 前 記 供 給 手 段 を 制 御 す る
手 段 と を さ ら に 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝 送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー
ブ を 診 断 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 方 法 に お い て 、
　 前 記 信 号 ラ イ ン に 試 験 用 電 圧 を 印 加 し 、
　 前 記 試 験 用 電 圧 の 印 加 時 に お け る 前 記 超 音 波 振 動 子 も し く は 前 記 信 号 ラ イ ン で の 電 圧 値
に 基 づ い て 前 記 超 音 波 振 動 子 も し く は 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る こ と を 特 徴 と す る
超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝 送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る と と も に 、 こ
の 信 号 ラ イ ン に バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 で き る 電 子 回 路 を 備 え る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る 超
音 波 プ ロ ー ブ 診 断 方 法 に お い て 、
　 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 さ れ た 前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 検 出 し 、
　 前 記 検 出 手 段 に よ り 前 記 バ イ ア ス 電 圧 が 検 出 さ れ る か 否 か に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ イ ン の
状 態 を 判 断 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 さ ら に 、 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る と き と そ れ 以 外 の と き と で そ れ ぞ れ 異 な る 電
圧 を 前 記 電 子 回 路 へ 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ
診 断 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 診 断 対 象 と な る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に 備 え ら れ る 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 １ の 電 圧 に よ り
前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 す る 第 １ の タ イ プ お よ び 前 記 第 ２ の 電 圧 に よ り
前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 す る 第 ２ の タ イ プ の い ず れ で あ る か を 識 別 し 、
　 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 １ の タ イ プ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 前 記 第 １ の 電 圧 を 、
ま た 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 ２ の タ イ プ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 前 記 第 ２ の 電 圧 を
そ れ ぞ れ 前 記 電 子 回 路 へ 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ
ー ブ 診 断 方 法 。
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【 請 求 項 １ ９ 】
　 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝 送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る 第 １ の タ イ プ
の 超 音 波 プ ロ ー ブ ま た は 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝 送 す る た め の 信 号 ラ イ ン
を 有 す る と と も に 、 こ の 信 号 ラ イ ン に バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 で き る 電 子 回 路 を 備 え る 第 ２ の
タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 方 法 に お い て 、
　 診 断 対 象 が 前 記 第 １ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ お よ び 前 記 第 ２ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー
ブ の い ず れ で あ る か を 識 別 し 、
　 前 記 診 断 対 象 が 前 記 第 １ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 、
前 記 信 号 ラ イ ン へ の 試 験 用 電 圧 の 印 加 状 態 を 変 更 し 、
　 前 記 試 験 用 電 圧 の 印 加 状 態 を 変 更 し た 際 に お け る 前 記 信 号 ラ イ ン で の 信 号 ラ イ ン 電 圧 の
過 渡 応 答 特 性 に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 し 、
　 診 断 対 象 が 前 記 第 ２ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 、 前 記
信 号 ラ イ ン に 印 加 さ れ た 前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 検 出 し 、
　 前 記 バ イ ア ス 電 圧 が 検 出 さ れ る か 否 か に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る こ と
を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 診 断 対 象 と な る 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に 備 え ら れ る 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 １ の 電 圧 に よ り
前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 す る 第 １ の タ イ プ お よ び 前 記 第 ２ の 電 圧 に よ り
前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 す る 第 ２ の タ イ プ の い ず れ で あ る か を 識 別 し 、
　 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 １ の タ イ プ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 前 記 第 １ の 電 圧 を 、
ま た 前 記 電 子 回 路 が 前 記 第 ２ の タ イ プ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 前 記 第 ２ の 電 圧 を
そ れ ぞ れ 前 記 電 子 回 路 へ 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ
ー ブ 診 断 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 で 利 用 さ れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断
装 置 お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 方 法 と 、 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る 機 能 を 備 え た 超 音 波 診
断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ で 受 信 さ れ る 信 号 に 基 づ い て 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る 技 術 は 知 ら れ て
い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ま た は 特 許 文 献 ２ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら 特 許 文 献 １ ま た は 特 許 文 献 ２ の 技 術 に よ れ ば 、 複 数 の チ ャ ネ ル の そ れ ぞ れ に つ い
て 異 常 の 有 無 を 診 断 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ ３ ８ ２ ４ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ２ ７ ７ ７ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 不 良 と し て は 、 超 音 波 振 動 子 の 不 良 の ほ か 、 ケ ー ブ ル 配 線 や 超
音 波 診 断 装 置 と の 接 続 コ ネ ク タ の 不 良 等 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の よ う な 従 来 技 術 に よ る と 、 異 常 が あ る チ ャ ネ ル は 特 定 さ れ る も の の 、 そ の 異 常 が
超 音 波 振 動 子 の 不 良 に 因 る も の で あ る の か 、 そ れ と も ケ ー ブ ル 配 線 や 接 続 コ ネ ク タ の 不 良
等 に 因 る も の で あ る の か を 診 断 す る こ と は で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 事 情 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 超
音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 配 線 の 不 良 や 接 続 コ ネ ク タ の 不 良 に つ い て 容 易 に 短 時 間 で 診 断 す
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る こ と を 可 能 と す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 上 の 目 的 を 達 成 す る た め に 第 １ の 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝
送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 に お
い て 、 前 記 信 号 ラ イ ン に 試 験 用 電 圧 を 印 加 す る 手 段 と 、 前 記 試 験 用 電 圧 の 印 加 時 に お け る
前 記 超 音 波 振 動 子 も し く は 前 記 信 号 ラ イ ン で の 電 圧 値 に 基 づ い て 前 記 超 音 波 振 動 子 も し く
は 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る 判 断 手 段 と を 備 え た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 第 ２ の 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝
送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る と と も に 、 こ の 信 号 ラ イ ン に バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 で き る
電 子 回 路 を 備 え る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 信 号
ラ イ ン に 印 加 さ れ た 前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、 前 記 検 出 手 段 に よ り 前 記 バ
イ ア ス 電 圧 が 検 出 さ れ る か 否 か に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る 判 断 手 段 と を
備 え た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 第 ３ の 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝
送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る 第 １ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ま た は 超 音 波 振 動 子 に よ
り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝 送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る と と も に こ の 信 号 ラ イ ン に バ イ ア
ス 電 圧 を 印 加 で き る 電 子 回 路 を 備 え る 第 ２ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る 超 音 波 プ
ロ ー ブ 診 断 装 置 に お い て 、 診 断 対 象 が 前 記 第 １ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ お よ び 前 記 第 ２
の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ の い ず れ で あ る か を 識 別 す る プ ロ ー ブ 識 別 手 段 と 、 前 記 診 断 対
象 が 前 記 第 １ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 、 前 記 信 号 ラ イ
ン へ の 試 験 用 電 圧 の 印 加 状 態 を 変 更 す る 手 段 と 、 前 記 試 験 用 電 圧 の 印 加 状 態 を 変 更 し た 際
に お け る 前 記 信 号 ラ イ ン で の 信 号 ラ イ ン 電 圧 の 過 渡 応 答 特 性 に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ イ ン の
状 態 を 判 断 す る 第 １ の 判 断 手 段 と 、 前 記 プ ロ ー ブ 識 別 手 段 に よ り 診 断 対 象 が 前 記 第 ２ の タ
イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 、 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 さ れ た 前
記 バ イ ア ス 電 圧 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、 前 記 検 出 手 段 に よ り 前 記 バ イ ア ス 電 圧 が 検 出 さ れ
る か 否 か に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る 第 ２ の 判 断 手 段 と を 備 え た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 第 ４ の 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝
送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 備 え 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ り 受 信
さ れ る 被 検 体 か ら の 反 射 超 音 波 に 基 づ い て 前 記 被 検 体 を 診 断 す る た め の 情 報 を 得 る 超 音 波
診 断 装 置 に お い て 、 前 記 信 号 ラ イ ン に 試 験 用 電 圧 を 印 加 す る 手 段 と 、 前 記 試 験 用 電 圧 の 印
加 時 に お け る 前 記 超 音 波 振 動 子 も し く は 前 記 信 号 ラ イ ン で の 電 圧 値 に 基 づ い て 前 記 超 音 波
振 動 子 も し く は 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る 判 断 手 段 と を 備 え た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 第 ５ の 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝
送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る と と も に 、 こ の 信 号 ラ イ ン に バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 で き る
電 子 回 路 を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 備 え 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ り 受 信 さ れ る 被 検 体 か
ら の 反 射 超 音 波 に 基 づ い て 前 記 被 検 体 を 診 断 す る た め の 情 報 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置 に お い
て 、 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 さ れ た 前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、 前 記 検 出 手 段
に よ り 前 記 バ イ ア ス 電 圧 が 検 出 さ れ る か 否 か に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る
判 断 手 段 と を 備 え た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 第 ６ の 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝
送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る 第 １ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ま た は 超 音 波 振 動 子 に よ
り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝 送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る と と も に こ の 信 号 ラ イ ン に バ イ ア
ス 電 圧 を 印 加 で き る 電 子 回 路 を 備 え 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ り 受 信 さ れ る 被 検 体 か ら の
反 射 超 音 波 に 基 づ い て 前 記 被 検 体 を 診 断 す る た め の 情 報 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
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前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ が 前 記 第 １ の タ イ プ の お よ び 前 記 第 ２ の タ イ プ の い ず れ で あ る か を 識
別 す る プ ロ ー ブ 識 別 手 段 と 、 前 記 第 １ の タ イ プ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 、 前 記 信
号 ラ イ ン へ の 試 験 用 電 圧 の 印 加 状 態 を 変 更 す る 手 段 と 、 前 記 試 験 用 電 圧 の 印 加 状 態 を 変 更
し た 際 に お け る 前 記 信 号 ラ イ ン で の 信 号 ラ イ ン 電 圧 の 過 渡 応 答 特 性 に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ
イ ン の 状 態 を 判 断 す る 第 １ の 判 断 手 段 と 、 前 記 第 ２ の タ イ プ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応
じ て 、 前 記 信 号 ラ イ ン に 印 加 さ れ た 前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、 前 記 検 出 手
段 に よ り 前 記 バ イ ア ス 電 圧 が 検 出 さ れ る か 否 か に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す
る 第 ２ の 判 断 手 段 と を 備 え た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 第 ７ の 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝
送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 方 法 に お
い て 、 前 記 信 号 ラ イ ン に 試 験 用 電 圧 を 印 加 し 、 前 記 試 験 用 電 圧 の 印 加 時 に お け る 前 記 超 音
波 振 動 子 も し く は 前 記 信 号 ラ イ ン で の 電 圧 値 に 基 づ い て 前 記 超 音 波 振 動 子 も し く は 前 記 信
号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る こ と と し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 第 ８ の 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝
送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る と と も に 、 こ の 信 号 ラ イ ン に バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 で き る
電 子 回 路 を 備 え る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 方 法 に お い て 、 前 記 信 号
ラ イ ン に 印 加 さ れ た 前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 検 出 し 、 前 記 検 出 手 段 に よ り 前 記 バ イ ア ス 電 圧 が
検 出 さ れ る か 否 か に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る こ と と し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 第 ９ の 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 に よ り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝
送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る 第 １ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ま た は 超 音 波 振 動 子 に よ
り 送 受 さ れ る 信 号 を 伝 送 す る た め の 信 号 ラ イ ン を 有 す る と と も に 、 こ の 信 号 ラ イ ン に バ イ
ア ス 電 圧 を 印 加 で き る 電 子 回 路 を 備 え る 第 ２ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ を 診 断 す る 超 音 波
プ ロ ー ブ 診 断 方 法 に お い て 、 診 断 対 象 が 前 記 第 １ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ お よ び 前 記 第
２ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ の い ず れ で あ る か を 識 別 し 、 前 記 診 断 対 象 が 前 記 第 １ の タ イ
プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 、 前 記 信 号 ラ イ ン へ の 試 験 用 電 圧 の
印 加 状 態 を 変 更 し 、 前 記 試 験 用 電 圧 の 印 加 状 態 を 変 更 し た 際 に お け る 前 記 信 号 ラ イ ン で の
信 号 ラ イ ン 電 圧 の 過 渡 応 答 特 性 に 基 づ い て 前 記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 し 、 診 断 対 象 が 前
記 第 ２ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ る と 識 別 さ れ た こ と に 応 じ て 、 前 記 信 号 ラ イ ン に 印
加 さ れ た 前 記 バ イ ア ス 電 圧 を 検 出 し 、 前 記 バ イ ア ス 電 圧 が 検 出 さ れ る か 否 か に 基 づ い て 前
記 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る こ と と し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ ら の 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の ケ ー ブ ル 配 線 の 不 良 や 接 続 コ ネ ク タ の 不 良
に つ い て 容 易 に 短 時 間 で 診 断 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 本 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 機 能 を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 を 示 す
図 で あ る 。 こ の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 メ イ ン ユ ニ ッ ト ５ ０ ０ お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ０ ０ を
含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 メ イ ン ユ ニ ッ ト ５ ０ ０ は 、 コ ネ ク タ ５ ０ １ ， ５ ０ ２ ， ５ ０ ３ 、 送 信 部 ５ ０ ４ 、 受 信 部 ５
０ ５ 、 計 測 部 ５ ０ ６ 、 記 憶 媒 体 ５ ０ ７ 、 イ ン タ フ ェ ー ス 部 ５ ０ ８ 、 表 示 処 理 部 ５ ０ ９ 、 電
圧 発 生 部 ５ １ ０ 、 抵 抗 器 511-1～ 511-n、 第 １ の ス イ ッ チ 512-1～ 512-n、 第 ２ の ス イ ッ チ 51
3-1， 513-2、 制 御 部 ５ １ ４ お よ び 医 用 診 断 部 ５ １ ５ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 コ ネ ク タ ５ ０ １ に は 、 診 断 対 象 の 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ０ ０ に 設 け ら れ た コ ネ ク タ が 装 着 さ
れ る 。 コ ネ ク タ ５ ０ ２ に は 、 例 え ば Ｕ Ｓ Ｂ ケ ー ブ ル 等 の 通 信 ケ ー ブ ル （ 図 示 せ ず ） を 介 し
て 外 部 機 器 （ 図 示 せ ず ） が 接 続 さ れ る 。 こ の 外 部 機 器 は 、 プ リ ン タ 、 ネ ッ ト ワ ー ク 、 パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 、 キ ー ボ ー ド 、 ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス な ど で あ る 。 コ ネ ク タ ５ ０ ３
に は 、 モ ニ タ ケ ー ブ ル （ 図 示 せ ず ） を 介 し て モ ニ タ 装 置 （ 図 示 せ ず ） が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 送 信 部 ５ ０ ４ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ０ ０ に 設 け ら れ た 超 音 波 振 動 子 を 励 振 さ せ る た め の
励 振 信 号 を 送 信 す る 。 送 信 部 ５ ０ ４ は 、 多 数 の チ ャ ネ ル （ ｎ チ ャ ネ ル ） の 励 振 信 号 を 並 列
に 送 信 で き る 。 受 信 部 ５ ０ ５ は 、 上 記 の 超 音 波 プ ロ ー ブ か ら 出 力 さ れ る 信 号 を 受 信 す る 。
受 信 部 ５ ０ ５ は 、 ｎ チ ャ ネ ル の 信 号 を 並 列 に 受 信 で き る 。 受 信 部 ５ ０ ５ は 、 受 信 し た 信 号
を 出 力 す る 。 受 信 部 ５ ０ ５ は さ ら に 、 ｎ チ ャ ネ ル 分 の 信 号 を 伝 送 す る た め に 上 記 の 超 音 波
プ ロ ー ブ ６ ０ ０ に 設 け ら れ る 信 号 ラ イ ン の そ れ ぞ れ の 電 圧 を 検 出 す る 機 能 を 備 え る 。 受 信
部 ５ ０ ５ は 、 検 出 し た チ ャ ネ ル 毎 の 電 圧 Ｖ (CH)を 制 御 部 ５ １ ４ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 計 測 部 ５ ０ ６ は 、 受 信 部 ５ ０ ５ か ら 出 力 さ れ る 受 信 信 号 に 基 づ い て 、 予 め 定 め ら れ た 計
測 処 理 を 行 う 。 計 測 部 ５ ０ ６ は 上 記 の 計 測 処 理 に よ り 得 ら れ た 計 測 情 報 を 、 制 御 部 ５ １ ４
の 制 御 の 下 に 記 憶 媒 体 ５ ０ ７ 、 イ ン タ フ ェ ー ス 部 ５ ０ ８ 、 表 示 処 理 部 ５ ０ ９ お よ び 制 御 部
５ １ ４ へ 出 力 す る 。 記 憶 媒 体 ５ ０ ７ は 、 例 え ば 半 導 体 メ モ リ な ど で あ る 。 記 憶 媒 体 ５ ０ ７
は 、 上 記 の 計 測 情 報 な ど の 種 々 の 情 報 を 記 憶 す る 。 イ ン タ フ ェ ー ス 部 ５ ０ ８ は 、 例 え ば Ｕ
Ｓ Ｂ の 規 格 に 準 拠 し た 通 信 処 理 を 行 い 、 コ ネ ク タ ５ ０ ２ に 接 続 さ れ た 外 部 機 器 と の 通 信 を
実 現 す る 。 表 示 処 理 部 ５ ０ ９ は 、 上 記 の 計 測 情 報 や 制 御 部 ５ １ ４ か ら 与 え ら れ る 情 報 な ど
に 基 づ い て 、 コ ネ ク タ ５ ０ ３ に 接 続 さ れ た モ ニ タ 装 置 に 画 像 表 示 さ せ る た め の 画 像 信 号 を
生 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 電 圧 発 生 部 ５ １ ０ は 、 制 御 部 ５ １ ４ の 制 御 の 下 に 電 圧 Vsup1， ± Vsup2， ± Vsup3を 発 生
す る 。 電 圧 発 生 部 ５ １ ０ は 、 電 圧 Vsup1を ｎ チ ャ ネ ル 分 並 列 に 出 力 で き る 。 電 圧 発 生 部 ５
１ ０ は 、 電 圧 ＋ Vsup2， － Vsup2， ＋ Vsup3， － Vsup3を そ れ ぞ れ 並 列 に 出 力 で き る 。 電 圧 Vs
up1は 、 第 １ の ス イ ッ チ 512-1～ 512-nの Ｂ 端 子 に そ れ ぞ れ 供 給 さ れ る 。 第 １ の ス イ ッ チ 512
-1～ 512-nの Ａ 端 子 に は 、 送 信 部 ５ ０ ４ か ら 出 力 さ れ る ｎ チ ャ ネ ル 分 の 励 振 信 号 が そ れ ぞ
れ 供 給 さ れ る 。 第 １ の ス イ ッ チ 512-1～ 512-nは 、 こ れ ら 励 振 信 号 お よ び 電 圧 Vsup1を 、 制
御 部 ５ １ ４ の 制 御 の 下 に 選 択 し て コ ネ ク タ ５ ０ １ に 出 力 す る 。 電 圧 ± Vsup2は 、 第 ２ の ス
イ ッ チ 513-1， 513-2の Ｃ 端 子 に そ れ ぞ れ 供 給 さ れ る 。 電 圧 ± Vsup3は 、 第 ２ の ス イ ッ チ 513
-1， 513-2の Ｄ 端 子 に そ れ ぞ れ 供 給 さ れ る 。 第 ２ の ス イ ッ チ 513-1， 513-2は 、 電 圧 ± Vsup2
， ± Vsup3を 、 制 御 部 ５ １ ４ の 制 御 の 下 に 選 択 し て コ ネ ク タ ５ ０ １ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 制 御 部 ５ １ ４ は 、 例 え ば マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ を 備 え て 構 成 さ れ る 。 制 御 部 ５ １ ４ は 、 メ
イ ン ユ ニ ッ ト ５ ０ ０ の 各 部 を 総 括 制 御 し て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ０ ０ の 診 断 の た め の 動 作 を
実 現 す る 。 ま た 制 御 部 ５ １ ４ は 、 受 信 部 ５ ０ ５ か ら 出 力 さ れ る 電 圧 Ｖ (CH)に 基 づ い て 各 チ
ャ ネ ル に 関 す る 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判 断 す る 機 能 を 持 つ 。 さ ら に 制 御 部 ５ １ ４ は 、 コ ネ ク
タ ５ ０ １ に 接 続 さ れ た 超 音 波 プ ロ ー ブ の 識 別 情 報 を コ ネ ク タ ５ ０ １ を 介 し て 取 得 し て 、 超
音 波 プ ロ ー ブ ６ ０ ０ の タ イ プ を 識 別 す る 機 能 を 持 つ 。 そ し て 制 御 部 ５ １ ４ は 、 上 記 の 識 別
し た タ イ プ に 応 じ て 受 信 部 ５ ０ ５ 、 電 圧 発 生 部 ５ １ ０ 、 第 １ の ス イ ッ チ 512-1～ 512-nお よ
び 第 ２ の ス イ ッ チ 513-1， 513-2の 動 作 状 態 を 制 御 す る 機 能 を 持 つ 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 医 用 診 断 部 ５ １ ５ は さ ら に 、 イ メ ー ジ ン グ 制 御 部 ５ １ ５ ａ 、 画 像 生 成 部 ５ １ ５ ｂ 、 メ モ
リ 部 ５ １ ５ ｃ お よ び 表 示 部 ５ １ ５ ｄ を 含 む 。 イ メ ー ジ ン グ 制 御 部 ５ １ ５ ａ は 、 診 断 内 容 な
ど に 応 じ た 適 切 な イ メ ー ジ ン グ 処 理 が 行 わ れ る よ う に 送 信 部 ５ ０ ４ 、 受 信 部 ５ ０ ５ お よ び
画 像 生 成 部 ５ １ ５ ｂ を 制 御 す る 。 画 像 生 成 部 ５ １ ５ ｂ は 、 受 信 部 ５ ０ ５ か ら 出 力 さ れ る 信
号 に 基 づ い て 、 医 用 診 断 の た め の 画 像 を 表 す 表 示 デ ー タ を 生 成 す る 。 表 示 デ ー タ が 表 す 画
像 は 、 被 検 体 の 臓 器 お よ び 血 流 に 関 す る 断 層 像 や ３ 次 元 像 の よ う な 再 構 成 画 像 、 あ る い は
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血 流 速 度 な ど の 計 測 値 や そ の 変 化 を 表 す テ キ ス ト 画 像 や グ ラ フ な ど で あ る 。 メ モ リ 部 ５ １
５ ｃ は 、 上 記 の 表 示 デ ー タ を 記 憶 す る 。 表 示 部 ５ １ ５ ｄ は 、 表 示 デ ー タ に 基 づ く 表 示 を 行
う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ０ ０ を 利 用 し て 被 検 体 に 関 す る 医 用 診 断 を 行 う 場 合 に は 、 医 用 診 断 部
５ １ ５ を 有 効 と す る こ と に よ っ て 、 周 知 の 超 音 波 診 断 装 置 と 同 様 に し て 医 用 診 断 に 有 用 な
情 報 を 提 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ０ ０ の 診 断 に お い て は 、 第 １ 乃 至 第 ３ の ３ つ の タ イ プ （ 以 下 、
プ ロ ー ブ タ イ プ と 称 す る ） の 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ０ ０ を 診 断 対 象 と す る こ と が で き る 。 な お
、 以 降 の 説 明 に お い て は 、 第 １ の プ ロ ー ブ タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ に 符 号 600-1を 、 ま た
第 ２ ま た は 第 ３ の プ ロ ー ブ タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ に 符 号 600-2を 付 し て 区 別 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ は 超 音 波 プ ロ ー ブ 600-1が 図 １ に 示 す コ ネ ク タ ５ ０ １ に 接 続 さ れ た 様 子 を 示 す 図 で
あ る 。 な お 図 ２ に お い て は 、 図 １ に 示 さ れ る メ イ ン ユ ニ ッ ト ５ ０ ０ の 構 成 要 素 の う ち の 一
部 の 図 示 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ 600-1は 、 コ ネ ク タ ６ ０ １ 、 ヘ ッ ド 部 ６ ０ ２ 、 ケ ー ブ ル 部 ６ ０ ３ お よ び
識 別 情 報 出 力 部 ６ ０ ４ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 コ ネ ク タ ６ ０ １ は 、 コ ネ ク タ ５ ０ １ に 装 着 さ れ る 。 ヘ ッ ド 部 ６ ０ ２ は 、 最 大 で ｎ 個 の 超
音 波 振 動 子 ６ ０ ２ ａ を 一 次 元 ま た は 二 次 元 に 配 列 し て 構 成 さ れ る 。 超 音 波 振 動 子 ６ ０ ２ ａ
の そ れ ぞ れ は 、 ケ ー ブ ル 部 ６ ０ ３ に 設 け ら れ た 信 号 ラ イ ン ６ ０ ３ ａ に よ っ て コ ネ ク タ ６ ０
１ に 接 続 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ ５ ０ １ ， ６ ０ １ は 、 信 号 ラ イ ン ６ ０ ３ ａ の そ れ ぞ れ を 受 信
部 ５ ０ ５ と 第 １ の ス イ ッ チ 512-1～ 512-nへ と 接 続 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 識 別 情 報 出 力 部 ６ ０ ４ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 600-1に 割 り 当 て ら れ た 識 別 情 報 を 出 力 す る
。 コ ネ ク タ ５ ０ １ ， ６ ０ １ は 、 識 別 情 報 出 力 部 ６ ０ ４ か ら 出 力 さ れ る 識 別 情 報 を 制 御 部 ５
１ ４ へ 与 え る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ は 超 音 波 プ ロ ー ブ 600-2が 図 １ に 示 す コ ネ ク タ ５ ０ １ に 接 続 さ れ た 様 子 を 示 す 図 で
あ る 。 な お 図 ３ に お い て は 、 図 １ に 示 さ れ る メ イ ン ユ ニ ッ ト ５ ０ ０ の 構 成 要 素 の う ち の 一
部 の 図 示 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ 600-2は 、 コ ネ ク タ ６ １ １ 、 ヘ ッ ド 部 ６ １ ２ 、 電 子 回 路 ６ １ ３ 、 ケ ー ブ
ル 部 ６ １ ４ お よ び 識 別 情 報 出 力 部 ６ １ ５ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 コ ネ ク タ ６ １ １ は 、 コ ネ ク タ ５ ０ １ に 装 着 さ れ る 。 ヘ ッ ド 部 ６ １ ２ は 、 最 大 で ｎ 個 の 超
音 波 振 動 子 ６ １ ２ ａ を 一 次 元 ま た は 二 次 元 に 配 列 し て 構 成 さ れ る 。 超 音 波 振 動 子 ６ １ ２ ａ
の そ れ ぞ れ は 、 電 子 回 路 ６ １ ３ に 接 続 さ れ て い る 。 電 子 回 路 ６ １ ３ は 、 ケ ー ブ ル 部 ６ １ ４
に 設 け ら れ た 超 音 波 振 動 子 ６ １ ２ ａ と 同 数 の 信 号 ラ イ ン ６ １ ４ ａ に よ っ て コ ネ ク タ ６ １ １
に 接 続 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ ６ ０ １ ， ６ １ １ は 、 信 号 ラ イ ン ６ １ ４ ａ の そ れ ぞ れ を 受 信 部
５ ０ ５ と 第 １ の ス イ ッ チ 512-1～ 512-nへ と 接 続 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 識 別 情 報 出 力 部 ６ １ ５ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 600-2に 割 り 当 て ら れ た 識 別 情 報 を 出 力 す る
。 コ ネ ク タ ６ ０ １ ， ６ １ １ は 、 識 別 情 報 出 力 部 ６ １ ５ か ら 出 力 さ れ る 識 別 情 報 を 制 御 部 ５
１ ４ へ 与 え る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 電 子 回 路 ６ １ ３ は 、 信 号 ラ イ ン ６ １ ４ ａ へ と バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る 機 能 を 備 え る 。 第
２ の プ ロ ー ブ タ イ プ と 第 ３ の プ ロ ー ブ タ イ プ で は 、 電 子 回 路 ６ １ ３ が 出 力 す る バ イ ア ス 電
圧 が 異 な る 。 第 ２ の プ ロ ー ブ タ イ プ に お け る 電 子 回 路 ６ １ ３ は 、 電 圧 ± Vsup2の 供 給 を 受
け て 電 圧 Vth以 上 の バ イ ア ス 電 圧 を 出 力 す る 。 第 ３ の プ ロ ー ブ タ イ プ に お け る 電 子 回 路 ６
１ ３ は 、 電 圧 ± Vsup2の 供 給 で は 電 圧 Vth未 満 の バ イ ア ス 電 圧 を 出 力 す る が 、 ± Vsup3の 電
圧 供 給 を 受 け る と 電 圧 Vth以 上 の バ イ ア ス 電 圧 を 出 力 す る 。 コ ネ ク タ ６ ０ １ ， ６ １ １ は 、
電 子 回 路 ６ １ ３ へ の 電 圧 供 給 線 に 第 ３ の ス イ ッ チ 513-1， 513-2を 接 続 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ０ ０ に つ い て の 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 診 断 す る 必 要 が 生 じ た 場 合
に は 、 制 御 部 ５ １ ４ は 図 ４ に 示 す よ う な 処 理 を 実 行 す る 。 　
　 ス テ ッ プ Ｓ ｃ １ に お い て 制 御 部 ５ １ ４ は 、 識 別 情 報 出 力 部 ６ ０ ４ ま た は 識 別 情 報 出 力 部
６ １ ５ か ら 出 力 さ れ る 識 別 情 報 を 読 み 込 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ｃ ２ に お い て 制 御 部 ５ １ ４ は 、 超
音 波 プ ロ ー ブ ６ ０ ０ の プ ロ ー ブ タ イ プ を 上 記 の 識 別 情 報 に 基 づ い て 判 断 す る 。 識 別 情 報 は
、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 個 々 を 特 定 す る 情 報 で あ っ て 、 プ ロ ー ブ タ イ プ を 示 す 情 報 は 含 ん で い
な い 。 制 御 部 ５ １ ４ は 、 種 々 の 識 別 情 報 に 対 応 付 け て プ ロ ー ブ タ イ プ を 記 述 し た デ ー タ ベ
ー ス を 参 照 す る こ と に よ っ て プ ロ ー ブ タ イ プ を 判 断 す る 。 デ ー タ ベ ー ス は 、 コ ネ ク タ ５ ０
２ に 接 続 さ れ た 外 部 機 器 か ら 取 得 し て も 良 い し 、 記 憶 媒 体 ５ ０ ７ に 記 憶 し て お い て も 良 い
。 ま た 、 識 別 情 報 に プ ロ ー ブ タ イ プ を 示 す 情 報 を 含 め て お き 、 こ の 情 報 か ら 直 接 的 に プ ロ
ー ブ タ イ プ を 判 断 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 プ ロ ー ブ タ イ プ が 第 １ の タ イ プ で あ る 場 合 、 制 御 部 ５ １ ４ は ス テ ッ プ Ｓ ｃ ２ か ら ス テ ッ
プ Ｓ ｃ ３ へ 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ｃ ３ に お い て 制 御 部 ５ １ ４ は 、 第 １ ス イ ッ チ 512-1～ 512-nに
図 ２ に 示 す よ う に Ｂ 端 子 側 を 選 択 さ せ る 。 な お 通 常 時 に お い て 第 １ ス イ ッ チ 512-1～ 512-n
は 、 Ａ 端 子 側 を 選 択 し て い る 。 従 っ て 信 号 ラ イ ン ６ ０ ３ ａ の そ れ ぞ れ へ と 電 圧 Vsup1の 印
加 が 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 信 号 ラ イ ン ６ ０ ３ ａ の 電 圧 は 、 即 座 に は 電 圧 Vsup1に は 到 達 せ ず 、 徐 々 に 上 昇 し て 行 く
。 こ れ は 、 コ ネ ク タ ６ ０ １ か ら ヘ ッ ド 部 ６ ０ ２ を 見 た 場 合 に 容 量 性 負 荷 成 分 が 存 在 す る こ
と に よ る 。 信 号 ラ イ ン ６ ０ ３ ａ へ の 電 圧 印 加 を 開 始 し た 時 刻 を 基 準 と し た 場 合 の 時 刻 ｔ に
お け る 信 号 ラ イ ン ６ ０ ３ ａ の 電 圧 は 、 信 号 ラ イ ン ６ ０ ３ ａ の 状 態 に 応 じ て 図 ５ に 示 す よ う
に 変 化 す る 。 す な わ ち 、 信 号 ラ イ ン ６ ０ ３ ａ が 正 常 で あ る 場 合 の 時 刻 ｔ に お け る 信 号 ラ イ
ン ６ ０ ３ ａ の 電 圧 を Vと 表 す な ら ば 、 信 号 ラ イ ン ６ ０ ３ ａ が シ ョ ー ト し て い る 場 合 の 時 刻
ｔ に お け る 信 号 ラ イ ン ６ ０ ３ ａ の 電 圧 は Vよ り も 小 さ な V1と な り 、 信 号 ラ イ ン ６ ０ ３ ａ が
オ ー プ ン 状 態 で あ る 場 合 の 時 刻 ｔ に お け る 信 号 ラ イ ン ６ ０ ３ ａ の 電 圧 は Vよ り も 大 き な V2
と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ こ で ス テ ッ プ Ｓ ｃ ４ に お い て 制 御 部 ５ １ ４ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ｃ ３ に て 第 １ の ス イ ッ チ 51
2-1～ 512-nを 切 り 換 え て か ら 時 間 ｔ が 経 過 す る の を 待 っ た 上 で 、 ス テ ッ プ Ｓ ｃ ５ に お い て
、 時 刻 ｔ に お け る 各 信 号 ラ イ ン ６ ０ ３ ａ の 電 圧 、 す な わ ち 各 チ ャ ネ ル の 電 圧 V(CH)を 受 信
部 ５ ０ ５ か ら 取 得 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ｃ ６ に お い て 制 御 部 ５ １ ４ は 、 上 記 の 電 圧 Vに 許 容 誤
差 ε を 加 算 し た 値 を 電 圧 V(CH)が 上 回 る チ ャ ネ ル を オ ー プ ン 状 態 で あ る と 判 断 す る 。 ス テ
ッ プ Ｓ ｃ ７ に お い て 制 御 部 ５ １ ４ は 、 上 記 の 電 圧 Vか ら 許 容 誤 差 ε を 減 算 し た 値 を 電 圧 V(C
H)が 下 回 る チ ャ ネ ル を シ ョ ー ト し て い る と 判 断 す る 。 そ し て ス テ ッ プ Ｓ ｃ ８ に お い て 制 御
部 ５ １ ４ は 、 そ の 他 の チ ャ ネ ル 、 す な わ ち 電 圧 V(CH)が V± ε の 範 囲 内 に 収 ま る チ ャ ネ ル を
正 常 と 判 断 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 上 記 の 判 断 の た め に 適 切 な 時 刻 ｔ 、 電 圧 Ｖ 、 許 容 誤 差 ε の 各 値 は 、 超 音 波 プ ロ ー
ブ の 種 類 に よ っ て 異 な る 。 そ こ で 時 刻 ｔ 、 電 圧 Ｖ 、 許 容 誤 差 ε と し て ど の よ う な 値 を 採 用
す る か を 上 記 の デ ー タ ベ ー ス に 記 述 し て お き 、 制 御 部 ５ １ ４ が ス テ ッ プ Ｓ ｃ １ で 取 り 込 ん
だ 識 別 情 報 に 基 づ い て 上 記 の デ ー タ ベ ー ス か ら 時 刻 ｔ 、 電 圧 Ｖ 、 許 容 誤 差 ε の 値 を 取 得 し
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て 使 用 す る よ う に す れ ば 、 検 出 精 度 を 高 め る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 電 圧 発 生 部 ５ １ ０
は 、 制 御 部 ５ １ ４ の 制 御 の 下 に 発 生 す る 電 圧 Vsup1を 変 化 さ せ る 。 同 様 に 、 抵 抗 器 511-1～
511-nを 可 変 抵 抗 器 と し て お き 、 そ の 抵 抗 値 を 変 化 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 さ て 、 プ ロ ー ブ タ イ プ が 第 ２ の タ イ プ で あ る 場 合 、 制 御 部 ５ １ ４ は ス テ ッ プ Ｓ ｃ ２ か ら
ス テ ッ プ Ｓ ｃ ９ へ 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ｃ ９ に お い て 制 御 部 ５ １ ４ は 、 第 １ の ス イ ッ チ 512-1
～ 512-nに Ａ 端 子 側 を 選 択 さ せ る と と も に 、 第 ２ の ス イ ッ チ 513-1， 513-2に 図 ３ に 実 線 で
示 す よ う に Ｃ 端 子 側 を 選 択 さ せ る 。 こ の 後 に 制 御 部 ５ １ ４ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ｃ １ １ へ 進 む 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 一 方 、 プ ロ ー ブ タ イ プ が 第 ３ の タ イ プ で あ る 場 合 、 制 御 部 ５ １ ４ は ス テ ッ プ Ｓ ｃ ２ か ら
ス テ ッ プ Ｓ ｃ １ ０ へ 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ ｃ １ ０ に お い て 制 御 部 ５ １ ４ は 、 第 １ の ス イ ッ チ 51
2-1～ 512-nに Ａ 端 子 側 を 選 択 さ せ る と と も に 、 第 ２ の ス イ ッ チ 513-1， 513-2に 図 ３ に 破 線
で 示 す よ う に Ｄ 端 子 側 を 選 択 さ せ る 。 こ の 後 に 制 御 部 ５ １ ４ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ｃ １ １ へ 進 む
。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 す な わ ち 第 ３ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ 600-2で は 、 電 子 回 路 ６ １ ３ は 電 圧 ± Vsup2と は
異 な る 電 圧 ± Vsup3を 供 給 し な け れ ば 、 検 出 す る の に 十 分 な バ イ ア ス 電 圧 を 信 号 ラ イ ン ６
１ ４ ａ に 印 加 し な い の で 、 電 圧 ± Vsup3を 第 ２ の ス イ ッ チ 513-1， 513-2を 介 し て 電 子 回 路
６ １ ３ へ 供 給 す る 。 こ れ に 対 し て 第 ２ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ 600-2で あ れ ば 、 電 子 回
路 ６ １ ３ は 電 圧 ± Vsup2を 供 給 す れ ば 、 検 出 す る の に 十 分 な バ イ ア ス 電 圧 を 信 号 ラ イ ン ６
１ ４ ａ に 印 加 す る の で 、 電 圧 ± Vsup2を 第 ２ の ス イ ッ チ 513-1， 513-2を 介 し て 電 子 回 路 ６
１ ３ へ 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ｃ １ １ に お い て 制 御 部 ５ １ ４ は 、 各 信 号 ラ イ ン ６ １ ４ ａ の 電 圧 、 す な わ ち 各
チ ャ ネ ル の 電 圧 V(CH)を 受 信 部 ５ ０ ５ か ら 取 得 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ｃ １ ２ に お い て 制 御 部 ５
１ ４ は 、 電 圧 V(CH)が 閾 値 Vth以 上 で あ る チ ャ ネ ル を 正 常 と 判 断 し 、 そ れ 以 外 の チ ャ ネ ル を
断 線 と 判 断 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 上 記 の 判 断 の た め に 適 切 な 電 圧 ± Vsup2、 電 圧 ± Vsup3お よ び 閾 値 Vthの 各 値 は 、
超 音 波 プ ロ ー ブ の 種 類 に よ っ て 異 な る 。 そ こ で 電 圧 ± Vsup2、 電 圧 ± Vsup3お よ び 閾 値 Vth
と し て ど の よ う な 値 を 採 用 す る か を 上 記 の デ ー タ ベ ー ス に 記 述 し て お き 、 制 御 部 ５ １ ４ が
ス テ ッ プ Ｓ ｃ １ で 取 り 込 ん だ 識 別 情 報 に 基 づ い て 上 記 の デ ー タ ベ ー ス か ら 電 圧 ± Vsup2、
電 圧 ± Vsup3お よ び 閾 値 Vthの 値 を 取 得 し て 使 用 す る よ う に す れ ば 、 検 出 精 度 を 高 め る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 600-1， 600-2の 信 号 ラ イ ン ６ ０ ３ ａ
， ６ １ ４ ａ や コ ネ ク タ ６ ０ １ ， ６ １ １ に 異 常 が あ る 場 合 に は 、 こ の 異 常 を 判 断 す る こ と が
で き る 。 こ の た め 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 600-1， 600-2が 正 常 に 動 作 し な い 原 因 が 、 超 音 波 振 動
子 の 不 良 に 因 る も の で あ る の か 、 そ れ と も ケ ー ブ ル 配 線 や 接 続 コ ネ ク タ の 不 良 等 に 因 る も
の で あ る の か を 容 易 に 診 断 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 本 実 施 形 態 で は 、 信 号 ラ イ ン の 電 圧 の 過 渡 応 答 特 性 に 着 目 し て 信 号 ラ イ ン の 状 態 を
判 断 す る 手 段 と 、 信 号 ラ イ ン に 印 加 さ れ る バ イ ア ス 電 圧 に 着 目 し て 信 号 ラ イ ン の 状 態 を 判
断 す る 手 段 と を 備 え 、 コ ネ ク タ ５ ０ １ に 接 続 さ れ た 診 断 対 象 が 超 音 波 プ ロ ー ブ 600-1お よ
び 第 ２ ま た は 第 ３ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ 600-2の い ず れ で あ る か に 応 じ て 上 記 ２ つ の
手 段 を 使 い 分 け る よ う に し て い る 。 さ ら に 本 実 施 形 態 で は 、 電 子 回 路 ６ １ ３ に 電 圧 ± Vsup
2お よ び 電 圧 ± Vsup3を 選 択 的 に 供 給 可 能 と し 、 コ ネ ク タ ５ ０ １ に 接 続 さ れ た 超 音 波 プ ロ ー
ブ 600-2が 第 ２ の タ イ プ お よ び 第 ３ の タ イ プ の い ず れ で あ る か に 応 じ て 電 子 回 路 ６ １ ３ に
供 給 す る 電 圧 を 切 り 換 え る よ う に し て い る 。 こ れ ら に よ り 、 第 １ 乃 至 第 ３ の タ イ プ の い ず
れ の 超 音 波 プ ロ ー ブ に つ い て も 診 断 す る こ と が で き 、 １ つ の メ イ ン ユ ニ ッ ト ５ ０ ０ で 多 機
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種 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 診 断 を 行 え る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 本 実 施 形 態 で は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 識 別 情 報 に 基 づ い て コ ネ ク タ ５ ０ １ に 接 続 さ れ
た 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ０ ０ の プ ロ ー ブ タ イ プ を 判 定 し 、 こ れ に 応 じ て 診 断 動 作 を 自 動 的 に 切
り 換 え る の で 、 作 業 者 は 診 断 対 象 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ０ ０ の プ ロ ー ブ タ イ プ を 気 に す
る 必 要 は 無 い 。 こ の た め 、 作 業 者 の 負 担 を 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 次 の よ う な 種 々 の 変 形 実 施 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 第 １ 乃 至 第 ３ の ３ つ の プ ロ ー ブ タ イ プ の そ れ ぞ れ を 診 断 可 能 と し て い る が 、 １ つ ま た は
２ つ の プ ロ ー ブ タ イ プ の み に つ い て 診 断 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ 600-1に つ い て の 診 断 は 、 信 号 ラ イ ン ６ ０ ３ ａ の 電 圧 が 電 圧 Ｖ に 到 達 す
る ま で の 時 間 に 基 づ い て 行 う よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ 600-1に つ い て の 診 断 は 、 正 常 で あ る か 否 か の 判 断 の み を 行 う よ う に し
て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 マ ル チ プ レ ク サ 構 成 の マ ト リ ッ ク ス ス イ ッ チ を 備 え る こ と に よ り 、 送 信 部 ５ ０ ４ お よ び
受 信 部 ５ ０ ５ を １ チ ャ ネ ル 構 成 と し て も 良 い 。 こ の よ う に す れ ば 、 送 信 部 ５ ０ ４ お よ び 受
信 部 ５ ０ ５ の 回 路 規 模 を 縮 小 す る こ と が で き る 。 ま た 、 電 圧 発 生 部 ５ １ ０ の 電 圧 Vsup1の
出 力 を １ 系 統 と す る こ と が で き る と と も に 、 抵 抗 器 ５ １ １ お よ び 第 １ の ス イ ッ チ ５ １ ２ を
１ つ ず つ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 電 圧 Vsup1の 印 加 状 態 の 変 化 の さ せ 方 は 、 任 意 で あ っ て 良 い 。 例 え ば 、 電 圧 Vsup1を 負 電
圧 と し て も 良 い 。 既 に 印 加 さ れ て い る 電 圧 Vsup1の レ ベ ル を 上 昇 さ せ た り 、 低 下 さ せ た り
し て も 良 い 。 電 圧 Vsup1の レ ベ ル を 変 化 さ せ る 場 合 、 電 圧 Vsup1の 極 性 は 一 定 で も 良 い し 、
反 転 さ せ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 表 示 処 理 部 ５ ０ ９ が 生 成 し た 信 号 に 基 づ く 表 示 を 、 表 示 部 ５ １ ５ ｄ で 行 う よ う に し て も
良 い 。 例 え ば 、 表 示 処 理 部 ５ ０ ９ と 画 像 生 成 部 ５ １ ５ ｂ と を 接 続 す る 。 そ し て 画 像 生 成 部
５ １ ５ ｂ は 、 表 示 処 理 部 ５ ０ ９ が 生 成 し た 信 号 に 応 じ た 表 示 デ ー タ を 生 成 し 、 こ れ を メ モ
リ 部 ５ １ ５ ｃ に 書 き 込 む 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 医 用 診 断 部 ５ １ ５ を 省 略 し て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 装 置 と し て 実 現 す る こ と も 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ の 要
旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に 開 示 さ れ
て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 み 合 わ せ に よ り 、 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、 実
施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ 診 断 機 能 を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 の 構
成 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 第 １ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ 600-1が 図 １ に 示 す コ ネ ク タ ５ ０ １ に 接 続 さ れ た
様 子 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 第 ２ ま た は 第 ３ の タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ 600-2が 図 １ に 示 す コ ネ ク タ ５ ０ １ に
接 続 さ れ た 様 子 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す コ ネ ク タ ５ ０ １ に 接 続 さ れ た 超 音 波 プ ロ ー ブ ６ ０ ０ に つ い て の 信 号 ラ
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イ ン の 状 態 を 診 断 す る 際 の 制 御 部 ５ １ ４ の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ５ 】 信 号 ラ イ ン へ の 電 圧 印 加 を 開 始 し た 後 の 信 号 ラ イ ン の 電 圧 の 変 化 の 様 子 を 示 す 図
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ５ ０ ０ … メ イ ン ユ ニ ッ ト 、 ５ ０ １ ， ５ ０ ２ ， ５ ０ ３ ， … コ ネ ク タ 、 ５ ０ ４ … 送 信 部 、 ５
０ ５ … 受 信 部 、 ５ ０ ６ … 計 測 部 、 ５ ０ ７ … 記 憶 媒 体 、 ５ ０ ８ … イ ン タ フ ェ ー ス 部 、 ５ ０ ９
… 表 示 処 理 部 、 ５ １ ０ … 電 圧 発 生 部 、 ５ １ １ （ 511-1～ 511-n） … 抵 抗 器 、 ５ １ ２ （ 512-1
～ 512-n） … ス イ ッ チ 、 513-1， 513-2… ス イ ッ チ 、 ５ １ ４ … 制 御 部 、 ５ １ ５ … 医 用 診 断 部
、 ６ ０ ０ （ 600-1， 600-2） … 超 音 波 プ ロ ー ブ 、 ６ ０ ３ ａ ， ６ １ ４ ａ … 信 号 ラ イ ン 、 ６ １ ２
ａ … 超 音 波 振 動 子 、 ６ １ ３ … 電 子 回 路 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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器中的缺陷。 解决方案：诊断具有信号线603a，614a的超声探头600
（600-1、600-2），用于传输由超声换能器602a，612a发送和接收的信
号。 电压产生器510将测试电压施加到信号线603a和614a。 当施加测试
电压时，控制单元514基于在超声换能器602a，612a或信号线603a，
614a处的电压值来确定超声换能器602a，612a或信号线603a，614a的
状态。 。 [选型图]图1
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